
 東小学校、笠原小学校ではこれまでの研究成果と課題をもとに、今年度はこれまで聞きためさせた英語を読んだ

り書いたりする活動につなげる授業を創造してきました。 

 百間中学校では小学校で培った英語の素地をもとに、小学校とのつながりのある授業の創造と外国語科の学習に

取り組んできました。 

 子供たちは英語にたじろぐことなく、話の内容を類推したり、英語らしい音声で無理なく話したり、自然にコミ

ュニケーションを交わすことができるようになってきました。 

 また、たくさんのことばを聞きためさせることで読んだり書いたりする文字への学習がよりスムーズに行えるよ

うになりました。中学校英語におけるコミュニケーションの能力の向上にもつながってきています。 

                                      （研究紀要 あとがき より） 

 

 

 

 

 

 

 

            

           
 
           

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

         

 

  

   

 

 

     

       
 

 

 

 

平成２９年度 英語教育強化推進事業 

外国語教育強化地域拠点事業 
 

 

    宮代町立東小学校 笠原小学校 百間中学校 

研究主題 「英語が使える日本人を育成するための外国語活動・英語科授業の創造」 
～聞くことを大事にした小学校での素地づくり～ 

 

研究発表校 

研究発表会の研究授業 

  

 

 

   



 

 

  文部科学省初等中等教育局教育課程課 

              国際教育課  

         

        教科調査官   直山 木綿子 先生 

 

 

    

【演題】「新学習指導要領改訂における外国語教育のあり方について」   

 

 ➣どの学級も子供と教師の関係が良く、学級経営が素晴らしいですね。 

 ➣担任の先生が子供たちと自然な会話の中で英語を聞かせていますね。  

 ➣担任の先生が上手な絵を描き、英語の意味を理解させていることが見事でした。 

 ➣先生方に英語の修正能力が身についていますね。 

 ➣他教科の学習内容を英語で行っているところがよかったです。 

 ➣文法は教えないけれど文の構造に気づかせるWritingのシートが良いです。 

 ➣読み書きの必要感を感じる活動が設定できるといいですね。 

 ➣よさを取り上げ、全ての児童にことばが身につく見取りを大切にしていきましょう。      Kasahara&Higashi English   
                                                                           Lesson Report  No.7より 

 

 

 

 

 

 
 

講 演 

 


